



































































ン）」（季刊環境研究 158号 2010年， 154～166
頁）であった。ところが，既に，北村喜宣教授




























的な環境法を求めて， 苦心惨憎の変容 （モデフ ィ
ケーシ ョン）， 以下 『西尾論文 158号』1163頁に










が自由に選択でき るこ ととなり，まさにレ ッセ フ
ェーノレの原則に沿ったものとなる。」（同 157頁）。
そして， 「環境規制l法を拡張するという文脈で考え
















































































































































































































7) 吉村良一教授は， 「公害における過失責任 ・無過






















1次訴訟地裁判決 （熊本地半lj昭和 48年 3月20日，

































































































































































































































































































































































































































































































































































26) 二酸化窒素の環境基準はそれまで 0.02ppm (1 
時間値の1日平均値で達成期間は原則5年〕であ























31), 32) 大塚環境法 141頁
33) 大塚環境法 169頁では，水質環境基準の生活環
境項目については，魚介類等の生物の生息域環境




































責任の規定（大防法 25条， 7.k濁法 19条），民
法 719条 l項の適用がある場合の原因寄与度の
小さい事業者に対するしんしゃく規定（大防法
25条の 2，水濁法 20条）， 3年間の短期消滅時
























































































































































の勧告 （附則 10項），報告（附則 11項），環境










































































































































当初 300項目 を選定したが，平成 26年の見
直しで 208項目にな った。大塚直教授は，この




































































































































39) 西尾論文 158号 156頁
40）同 163頁
41) 同 158頁










52) 同 77頁なお 388頁も参照
53）同 77頁
54）同 388～389頁
55）同 391頁～392頁
56) 大塚環境法 169頁
